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楽ししりおいしい f
みんなで食べる給食

須釜中学校の新校舎が完成し、ランチルームでの

給食も始まりました。生徒と先生全員が一緒になっ

て食べる給食は楽しい。そしてとってもおいしい/

(関連記事 2------7ページ)



校
舎
の
外
壁
の
や
わ

は
、
自
然
の
風
景
に
溶

を
表
わ
す
も
の
。

校
舎
内
の
空
間
と
、
ふ

れ
て
い
7
9
木
は
、
人
間
と
自

大
切
に
し
た
も
の
。

高
く
そ
び
え
る
シ
ン
ボ
ル
タ

登
校
の
際
の
自
印
と
な
り
、
生

ち
を
高
め
て
く
れ
る
も
の
。
v
て
し

徒
た
ち
が
う
れ
し
い
時
も
悲
し
1

じ
っ
と
み
つ
め
、
あ
た
た
何

く
れ
る
も
の
c

い
ろ
ん
な
思
い
を
込
め
」

の
新
校
舎
が
完
成
し
、

4
ロ

渡
し
式
、
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
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f寺
官凋
君臨Z

事完

新
し
い
校
舎
で

2
週
間

生
徒
た
ち
の
感
想
は
?

新
し
い
校
舎
で
生
活
を
始
め
た
生

徒
た
ち
は
、
ど
ん
な
感
想
を
も
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
?
引
き
渡
し

式
か
ら
2
週
間
後
に
①
新
校
舎
の
印

象
と
②
校
舎
の
中
で
好
き
な
場
所
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

4
月
け
日
(
金
)
午
前
9
時
か
ら
須
釜
中
学
校
の
新
校
舎
引
き
渡

し
式
、
が
、
須
釜
中
生
徒
全
員
と
教
職
員
、
村
、
村
議
会
関
係
者
、

工
事
関
係
者
、

P
T
A
関
係
者
ち
大
勢
が
参
加
し
、
南
須
釜
字
奥

平
の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
は
じ
め
に
本
体
工
事
施
工
の
水
谷
工
業
(
株
)
水
谷
磯

雄
代
表
取
締
役
、か
校
舎
の
カ
ギ
を
車
田
村
長
へ
手
渡
し
、
さ
ら
に

関
根
教
育
長
、
関
根
校
長
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
の
代
表
、
か
テ
i

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
車
田
村

長
と
野
口
圧
一
教
育
委
員
長
が
叶
新
し
い
校
舎
に
負
け
な
い
よ
う
、

ス
ポ
ー
ツ
に
勉
学
に
励
ん
で
下
さ
い
L

と
あ
い
さ
つ
。
塩
田
征
二

郎
村
議
会
議
長
の
祝
辞
に
次
い
で
、
関
根
照
夫
校
長
と
生
徒
代
表

の
小
原
英
男
君
(三
年
)
、か
「
先
輩
、
か
築
い
た
伝
統
を
大
切
に
し
、

新
し
い
校
舎
で
更
に
輝
か
し
い
伝
統
を
築
く
よ
う
努
力
し
ま
す
」

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

関係者によるテープ力ツト

の
校'--
4th議再

害l

一
流
ホ
テ
ル
み
た
い

①
外
か

5
見
た
感
じ
も
、
中
に
入
っ

て
か
ら
も
一
流
ホ
テ
ル
み
た
い
で

か
つ
ご
い
い
。

②
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
と
、
木
の
手
す
り

が
や
わ
ら
か
い
階
践
。
そ
れ
と
吹
き

抜
け
の
多
目
的
ホ
ー
ル
。

2年 1組
有賀総子さん

き
濃1年 1組

有賀震代さん

図
書
室
が
お
も
し
ろ
い

①
旧
校
舎
で
は
学
級
ご
と
の
給
食
で

し
た
が
、
新
校
舎
で
は
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
で
全
員
が
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
の

で
楽
し
い
。

②
ま
だ
使
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
部
屋

の
形
が
お
も
し
ろ
い
の
で
図
書
室
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
が
好
き

①
廊
下
や
教
室
や
戸
な
ど
、
と
に
か

く
木
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
の
で
良

か
っ
た
。

②
通
学
の
途
中
で
一
番
最
初
に
見
え

る
校
舎
の
シ
ン
ボ
ル
タ
つ
!
。
そ
れ

と
、
広
い
多
目
的
ホ

i
ル。

3年1組
関根信敬くん

し
-S包z、

1年 2組
大野香里さん

住

み

た

く

な

る

①
と
っ
て
も
広
く
て
き
れ
い
。
自
分

の
家
み
た
い
に
く
つ
ろ
げ
る
の
で
、

住
み
た
く
な
る
。

②
全
員
で
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
と
、
木
で
で
き
て
い
る
広

い
廊
下
。

木
で
で
き
て
い
て
良
か
っ
た

①
工
事
の
時
か
ら
、
校
舎
を
見
て
い

た
の
で
、
中
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
木
で
で
き
て

い
た
の
で
良
か
っ
た
。

②
窓
か
ら
は
遠
く
の
山
や
須
釜
小
学

校
も
見
え
る
2
階
の
自
分
た
ち
の
教
室
口勇くん

3年 2組

馬 上

4 

生
徒
の
可
能
性
を

最
大
限
に
伸
ば
し
ま
す

須
釜
中
学
校
長
関
根
照
夫

校舎の鍵が車田村長へ

こ
の
度
、
須
釜
中
学
校
の
新
校

舎
が
立
派
に
完
成
し
、
4
月
口
日

に
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
村
当
局
始
め
地
権

者
の
方
々
、
関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

教
職
員
・
生
徒
一
向
、
喜
び
と
感

激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
校
舎
は
、
環
境
・
外
観
・
施
設

設
備
と
も
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
り
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
の
に
、
誠
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
校
舎
を
大
切

に
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、
生
徒

の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
て

い
く
よ
う
に
最
善
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
校
教
育
進
展
の
た

め
に
、
ご
指
導
ご
鞭
捷
下
さ
い
ま
す

よ
、
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5 

校
舎
と
共
に成

長
し
た
い

須
釜
中
生
徒
会
長
小
原
英
男

今
ま
で
長
い
間
使
用
し
て
き
た

旧
校
舎
か
ら
新
校
舎
に
移
る
こ
と

が
で
き
、
喜
び
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
口
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

な
ど
新
し
い
教
室
が
加
わ
り
、
今

か
ら
使
う
こ
と
が
楽
し
み
で
す
c

旧
校
舎
か
ら
新
校
舎
へ
と
移

り
、
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
が
木

材
を
多
く
使
用
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
と
て
も
あ
た
た
か
み
の
あ
る

校
舎
で
、
す
ぐ
に
慣
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

何
十
年
も
使
う
の
だ
と
思
う
と
、

大
切
に
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

校
舎
だ
け
が
良
い
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る

の
で
は
な
く
て
、
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
、
そ
の
他
の
活
動
に
お
い
て
一

生
懸
命
取
り
組
み
、
校
舎
と
共
に

良
い
学
校
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



ー
階
の
廊
下

りす手と段構
中
庭
か
ら
も
い
た
る
所
に
木
が
自
に
入
る

へ
階

円
ノ
L否じ感/

¥
 

しさやカ木

1 .構造及び面積
鉄筋コンクリート造り 2階建
建築面積 1， 945.7ぱ
床面積 2，761.2rrl 

1階 1，705.6rrl
2階1.034. 4rrl 
地下 21.2rrl 

印刷室休憩室

[ 1階平萄図}

物入

木造とまちがえそうな教室

[ 2階平面図}

2
階
廊
下
か
ら
は
、
旧
校
舎
の
姿
も

校舎の概要

6 

吹きぬけの多自的ホール

洗
面
所も il_-'

木
日
調

ランチルームのテーブルは折りたたみ式今年度整備されるコ
ンビュータ一室

15.141.000円
553.728.000円

407.4rrl 
840.6rrl 
169.3rrl 
153.0rrl 
176.9n1 
431. 6rrl 

7 

6教室

ワークスペース

多目的ホール

2.事業費
実施設計及び監理科
工事費

3.用途区分
・普通教室
・特別教室
・多目的教室

-食堂
・管理諸室
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平
成
4
年
度

白 旗 幹 雄

須藤仁子

矢 部 辰 弥

小針善治老人クラブ会長

戸数240戸

安斎佳彦

真弓福代

曲山好一

区長消防分団長岩谷義人

婦人会支部長

老人つラブ会長

区長消防分団長関根一夫

婦人会支部長

青年団長

老人つラブ会長

⑮⑧⑧⑧ 
平
成

4
年
度
の
各
区
の
行
政
区
長
さ

ん
と
各
種
田
体
の
代
表
の
方
々
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
区
長
会
長
、が
白
旗
幹
雄
さ

ん
、
泉
婦
人
会
長
が
安
斎
ヰ
チ
ざ
ん
、

須
釜
婦
人
会
長
が
大
野
ナ
ラ
工
さ
ん
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、か
草
野
勇
蔵
さ

ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
口
氏
の
皆
さ
ん

の
代
表
と
な
ら
れ
た
方
々
へ

、
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す。(

敬
称
略
)

大野貞夫

大 越 好

吉村 忠幸

小山田義美

関根米二

石井圧八

ミ

強

光

源

フ

浩

井

井

谷

田

溝

溝

岩

車

区長消防分団長大野誠治

婦人会支部長

青年団長

第一老人つうブ会長

第二老人つラブ会長

区長消防分団長車田幸司

長

畏

4

2

4

2

 

ブ
フ

長

ラ

ラ

部

つ

つ

支

長

人

人

会

会

老

老

人

年

一

二

婦

青

第

第

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平成4年5月広報たまかわ

私
た
ち
が
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
で
す

小針善雄

吉 田 和 子

小針誠

小林富重

区長

婦人会支部長

青年会長

老人クラブ会長

消防分団長永林仁井田保雄

小林久男

橋本 義明

霊長消防分団長小林雅之

青年会長

近内道夫

矢部 政 美

有賀政司

区長消防分自長有翼正記

青年会長

老人つラブ会長

⑪⑮⑧⑧ 

松山徳一

石森タヰヨ

松山 克 則

石森辰治

区長消防分団長石森正治

婦人会支部長

青年会長

老人クラブ会長

戸数152戸⑧⑧⑧⑧ ⑧⑧⑧⑧ 戸数43戸⑮⑧⑨⑮⑧ 
青
井
沢
上
組
(
8
戸〉

青
井
沢
下
組
(
叩
戸
)

河
平
組
(
什
戸
)

組組組

佐久間七郎

小林和良

大竹金一

吉田金作

区長消時分団長倉鎌利治

青年団長

第一老人つラブ会長

第二老人つラブ会長

佐久間安直

関根和子

草野 和洋

t富沢金一

区長消防分団長石井正伊

婦人会支部長

青年団長

老人つラブ会長

長長長

吉

村

正

治

木

戸

洋

真
野
目
一
久

関根弘志

関根秋子

塩田勝吉

塩田豊次郎

区長消防分毘長石井美知男

長

長

会
部

フ

支

長

ラ

会

会

ク

人

年

人

婦

青

老

8 9 
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特
に
、

1
歳
6
か
月
児
で
虫
歯
に

な
っ
て
い
る
子
供
の
数
は
、
平
成
3

年
度
で
は
対
象
児
犯
人
中
、
弘
人

(
日
・
4
%
)
で
石
川
郡
内
の
他
の
町

村
と
比
較
し
て
も
最
も
多
い
割
合
で

し
た
口「

な
ん
だ
弘
人
し
か
い
な
い
の
か
」

と
お
考
え
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
「
弘
人
し
か
い
な
い
」
の
で

は
な
く
て
、
「
弘
人
も
い
る
」
の
で
す
。

ー
歳
6
か
月
の
時
点
で
は
虫
歯
が

な
い
の
が
ふ
つ
う
な
の
に
な
ぜ
詣
が

生
え
始
め
て
か
ら
ち
ょ
っ
と
の
間
に

虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

予刀

玉
川
村
の

3
歳
児

刀
%
が
虫
歯
あ
り

さ
ら
に
、

3
歳
の
時
点
で
虫
歯
に

な
っ
て
い
る
子
供
の
数
は
、
平
成
3

年
度
で
は
対
象
児
万
人
中
、

mm
人
で

実
に
刀
%
の
子
供
が
虫
歯
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
割
合
は

図
の
よ
う
に
年
々
増
え
て
い
る
の
で

す
D

こ
の
ま
ま
で
は
、
別
歳
で
初
本

の
歯
を
残
す
ど
こ
ろ
か
、
玉
川
村
の

子
供
た
ち
は

ω歳
に
な
ら
な
い
う
ち

に
全
部
の
歯
が
抜
け
お
ち
て
し
ま
い

ま
す
。
子
供
の
乳
歯
は
、
永
久
歯
に
ま

け
な
い
く
ら
い
大
切
な
歯
で
す
。
乳

歯
の
健
康
は
永
久
歯
に
大
き
な
影
響

事可

「
長
生
き
は
丈
夫
な
歯
か
ら
歯
ぐ
き
か
ら
い
、
健
康
の
基
本
は
丈

夫
な
歯
、
今
年
も
ま
た
、
「
醤
の
衛
生
還
問
」
の
季
酷
で
す
。
私
た
ち
の

健
震
の
源
と
も
な
る
歯
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

万
歳
の
半
数
以
上
が

グ
自
分
の
歯
H

な
し

人
生
初
年
代
を
む
か
え
、
日
本
は

世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
生
き
す
る
入
は

増
え
て
も
、
歯
の
寿
命
は
あ
ま
り
伸

び
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
初
歳
に
な
っ

て
も
初
本
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う

「
8
0
2
0
運
動
」
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
初
歳
で
お
本
の
歯
が

残
っ
て
い
る
人
は
ま
れ
で
、
多
く
の

人
は
数
本
し
か
残
ワ
て
い
ま
せ
ん
。

各
年
齢
別
の
平
均
残
存
菌
数
は
図

の
と
お
り
、
紛
歳
1

お
本
、
日
歳
i

m本
、
印
歳
!
日
本
、
何
歳
!
?
本

で
す
。
図
に
は
で
で
き
ま
せ
ん
が
、

な
ん
と
お
歳
で
は
半
数
以
上
の
入
が

ま
っ
た
く
識
の
な
い
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
年
を
と
っ
て
か

ら
の
食
べ
る
楽
し
み
と
い
う
も
の
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

を
あ
た
え
ま
す
。
一
生
を
自
分
の
歯

で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
か
否
か
、

3
歳

ま
で
の
歯
の
状
態
が
決
め
手
で
す
。

パ♂5777V5

図 2
年度53~ 3歳児虫歯保有率
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γ 子
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年令53~平均残存盤数

75 60 50 

25 
本

年令 40

臨 1
本
数

ー
歳
6
か
月
見
の
虫
歯
保
有
率

管
内
ワ
ー
ス
ト
・
ー
佼

そ
れ
で
は
、
玉
川
村
の
現
状
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
大
人

の
歯
科
検
診
は
行
っ
て
い
な
い
の
で

残
念
な
が
ら
年
齢
別
の
残
存
歯
数
や

虫
歯
数
な
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
村
で
実
施
し
て
い
る
子

供
の
歯
科
検
診
の
結
果
を
克
て
み
る

と
、
か
な
り
の
子
供
が
虫
歯
に
な
っ

て
い
ま
す
。

3 

か
ら
虫
歯
に
な
っ
て
も
か
ま
わ
な

い
」
と
い
う
考
え
方
は
こ
の
際
ぜ
ひ

頭
か
ら
切
り
は
な
し
て
下
さ
い
。

子
供
の
歯
の
健
康
管
理
は
大
人
の

責
任
な
の
で
す
c

大
人
の
考
え
方
ひ

と
つ
で
子
供
の
虫
歯
も
か
な
り
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
供
た
ち
が
初
歳
に
な
っ
て
も
初

本
の
歯
を
残
せ
る
よ
う
、
こ
の
機
会

に
ご
自
分
の
歯
の
健
康
管
理
の
し
か

た
と
一
緒
に
、
ご
家
庭
で
の
子
供
の

歯
み
が
き
の
さ
せ
方
や
、
お
や
つ
の

内
容
、
与
え
方
な
ど
に
つ
い
て
ぜ
ひ

振
り
返
っ
て
み
て
下
さ
い
。
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士気高ら力、{こ
村消 防団 春季 検関

玉川村消防団(小原明昭団長)恒例の春季検関が 4月

26日(日)泉中学校で行われました。

検問ではまず、団長訓示があり、その後、殉職消防団員

への黙とうをささげたあと、永年にわたり消防活動に尽

された方々へ賞状伝達と感謝状の贈呈。続いて車田村長

を先頭に鶴間!-:.通常点検が行われ、機械器具点検では中

村・池で一斉放水の訓練を行いました。

その後、堂々とした分列行進が披露され、車田村長から

は「団員の士気の高きが伺われた立派な検問で、したJとの

講評があり、続いて来賓からお祝いの言葉をいただきま

した凸また、これに答えて小原団長が「なお一層の努力を

し地域住民の負託にこたえたい」と答辞を力強く述べま

した。各表彰受賞者は次のとおり(敬称略)

・消防庁長官賞(伝達〉

玉Jf/村消防団長 小原明昭(永年勤続功労章)

元北須釜分団長榊枝松夫(退職報償銀杯)

元四辻分団長須田正行(退職報償銀杯)

@県知事表彰(伝達〉

四辻分団班長石井和夫(優良青年治防団員)

@団長表彰(防火優良家庭)

[> Jlf辺小針一夫野崎次男 [>蒜生真弓靖信[>小

高車田昭一溝井正一良[) [>中小針功高林 邦男

[>岩法寺須釜寿男 仁〉竜崎小林伸一石井j青春 [>南

須釜小貫正弘塩沢直- [>北須釜鈴木義一榊枝

松夫 [>吉有賀正記 仁〉山小屋石森藤男 [>四辻新

田関根孝

e団長感謡状(退職分団長)

[> Jlf辺吉田義之 [>蒜生真弓靖信[>小高事国明

徳 [>中間部康利 [>岩法寺倉鎌孝幸 [>竜PIi奇湯

沢真次 [>南須釜大本吉永 [>北須釜関根安夫 [>吉

矢吹義信 [>山小屋我妻利夫 [>凶辻大和田宏

・団長感謝状(一般協力者)

[>岩法寺大竹照治[>北須釜渡辺一雄 b吉須釜サタ

愛
を
あ
U
ん
か
と
う
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4
月
日
日
の
献
血
者
は
邸
入
で
し

た
c

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
口

(
太
字
は
峨

M
献
血
者
)

福
島
ト
l

ヨ
i

サ
ッ
シ
工
業
側
玉

川
工
場
(
冗
人
)

小
針
竹
千
代
増
谷
春
男
岡
部

和
洋
熊
谷
時
男
熊
耳
科
一

吉
成
説
子
大
竹
義
和
矢
吹
寄

添
田
亮
柳
沼
賢
治
相
楽
か
お

り

千

原

康

史

円

谷

久

美

磯

田
勝
寿
阿
部
里
子
大
竹
光
一
一

味
戸
繁
典
野
崎
博
子
瀬
谷
武

寿

中

井

寛

椙

田

晴

行

高

原

登
紀
子
車
田
和
江
大
和
田
美

江

子

田

中

慎

也

有

松

和

彦

小
野
秀
樹
草
野
幸
一
影
山
治

徳

真

壁

新

二

橋

本

誠

町

田

ナ
ツ
子
相
楽
次
雄
長
谷
部
紀

明

北

俊

浩

司

鈴

木

正

子

石

森
フ
ミ
イ
関
根
秋
雄
関
根
範

夫

瀬

谷

悦

子

円

谷

信

明

鈴

木
チ
イ
子
半
沢
誠
鈴
木
輝
雄

薄
井
博
明
鈴
木
浩
二
長
沼
勝

宏

松

崎

和

代

有

賀

貞

代

塩

田
明
美
小
林
奈
美
雄
小
林
ひ

ろ

子

佐

藤

富

美

熊

田

洋

子

白
石
み
さ
え
武
藤
和
男
柴
田

ょ
っ
子
西
牧
ミ
ヨ
子
遠
藤
雅

之

大

和

田

広

美

鈴

木

裕

一

須
釜
昭
典
永
福
裕
夫
大
竹
節

子
常
松
悦
子
須
藤
久
之
一
一
一

吉
春
子
須
藤
安
昭
角
田
智
久

中
一
ニ
川
俊
雄
荒
川
賞
司
吉
田

今
朝
雄
池
田
明
生
小
松
恵
貴

福
島
富
士
側
(
包
人
)

山
口
昭
一
ニ
曲
山
は
る
み
須
藤

弘
子
石
森
ヒ
ロ
子
金
森
香
織

荻
田
宏
鈴
木
正
勅
味
戸
誠
喜

小
林
伸
一
二
瓶
は
る
よ
鈴
木

繁
孝
湯
沢
恵
子
飯
島
恵
智
子

金
津
徹
橋
本
真
也
溝
井
き
ち

子

増

子

美

保

子

鈴

木

広

和

榊
枝
栄
子
坂
本
百
合
恵
大
和

田
誠
吉
田
ま
ゆ
み

玉
川
村
役
場
(
犯
人
)

森

簿

小

針

康

敬

久

保

木

徳

雄

高

林

重

和

松

山

徳

一

石

森
春
男
矢
部
美
枝
子
小
林
弘

佐
藤
清
子
草
野
義
一
房
曲
山
孝

夫

曲

山

英

夫

矢

部

照

子

谷

地
幸
子
坂
本
畳
一
仁
井
田
健

須
釜
信
一
小
針
達
夫
須
田
潤

一

森

清

重

岩

谷

勝

雄

岩

谷

ミ
サ
ヲ
溝
井
陳
彦
塩
沢
美
代

子

塩

田

敦

溝

井

正

治

大

越

健
一
渡
辺
梅
代
曲
山
知
賀
子

事
国
光
子
塩
沢
勝
己
添
田
永

命次
の
方
々
は
成
分
献
血
者
で
す
。

小
針
武
彦
草
野
正
博
矢
部
玄

幸
溝
井
康
夫
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平成4年 5丹

よ
り
一
層
の
団
結
を
括
一
一
己
う

日
本
消
防
協
会
表
彰
旗
受
賞
祝
賀
会

こ
の
ほ
ど
、
玉
川
村
消
防
団
は
、
消
防
団
活
動
の
長
年
に
わ
た

る
活
発
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
消
防
図
表
彰
で
も
栄
誉
あ
る
「

E

本
消
防
協
会
長
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
祝
賀
会
が
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
消
防
団
関
係

者
ら

m名
が
出
席
。
よ
り
一
層
の
団
結
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

広報たまかわ

北須釜Bチームが初優勝
玉川村ゲートボール協会長杯
シーズン到来。今年初めてのゲート

ボール大会が村民グラウンドで行われ

ました。今回の大会(村ゲートボール

協会長杯)に参加した25チームは、午前

9時から午後4時まで熱戦を操り広げ、

その結果北須釜Bチームが初優勝を飾

りました。入賞チームは次のとおり。

*覆勝北須釜Bチーム

*準優勝岩法寺Bチーム

*第3位竜崎滝チーム

平成4年 5月広報たまかわ

気をつけて下さい山火事

山火事防火パレード

お母さんから生まれた

18頭目の子牛です

e タ

わたし¥

5ゴ

奈月
i560 
埜日
呑に
の
例
傘x

雷
の
災
難
よ
け
の
神
様
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
る
大
雷
神
社
(
小
高
)
で
、
春

の
例
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
祭
に
は
東
北
電
力
(
株
)
を
は
じ
め

電
気
工
事
関
係
者
、
区
役
員
、
地
元
の

人
た
ち
な
ど
大
勢
が
訪
れ
、
一
中
山
田
の
災
難

よ
け
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
神
社
で
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電

気
へ
の
感
謝
の
意
味
も
込
め
、

6
月
6

日
ま
で
を
例
祭
期
間
と
し
て
随
時
、
祈

と
う
を
行
い
ま
す
。

春は山火事の多い季節です。この山火事を未然

に防ごうとはi火事防止パレードが行われました。

パレードには福島県、石川管内町村、森林組

合、営林署などが参加し、村内を巡回。「たばこ

の投げ捨てや火の不始末による山火事を防ぎまし

ょう」と山火事の防止を呼びかけました。

路
頭
、
の
子
だ
く
さ
ん
に
恵
ま
れ
た
の
は
、
山

小
屋
字
二
本
梢
の
関
根
徳

一
さ
ん

(ω
才
)
が
飼

っ
て
い
る
和
牛
「
す
ず
か
け

E
Zで
す
。
写
真

の
手
前
が
路
頭
目
の
子
牛
(
メ
ス
)
で
今
年
3
月

に
生
ま
れ
ま
し
た
c

和
牛
は
通
常
で
目
頭
ぐ
ら
い
の
子
牛
を
生
み

ま
す
が
、
日
頭
を
超
え
る
の
は
珍
し
く
全
国
和

牛
登
録
協
会
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
も
贈
ら
れ
て
い

ま
す
。「

す
ず
か
け
一
号
」
は
昭
和
幻
年
目
月
生
ま
れ

で
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
子
牛
を
生
ん
で
い
る
計
算

と
な
り
ま
す
。
っ
定
期
的
に
子
牛
を
生
ま
せ
る

に
は
、
種
付
け
の
時
期
を
見
擾
め
る
こ
と
。
そ

れ
と
食
べ
物
で
す
」
と
関
根
さ
ん
が
子
だ
く
さ

ん
の
秘
け
つ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
牛
を
飼

っ
て
詑
年
に
な
る
関
根
さ
ん
は
、
現
在
も
2
頭

の
親
牛
を
手
入
れ
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
、
ホ
ー
ル

開

幕

戦

村
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

者
た
ち
の
今
シ
ー
ズ
ン
幕
開

け
の
大
会
が
、
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
関
か
れ
ま
し
た
口

ω
歳
以
上
の
村
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
長
杯
に
は

5

チ

1
ム
、
切
歳
以
上
の
広
川

弘
禅
杯
に
は

2
チ
l
ム
が
出

場
し
熱
戦
を
展
開
口
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

O
協
会
長
杯

優

勝

i

小
高
チ
ー
ム

準
優
勝
i

南
宿
チ

l
ム

O
広
川
弘
禅
杯

優

勝

l

大
寺
チ
!
ム

今
年
の

4
月
1
日
か
ら

須
釜
駐
在
所
が
廃
止
と
な

り
、
玉
川
駐
在
所
に
駐
在

員
を

1
名
増
員
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
増
員
に
よ
っ
て
着

任
し
た
の
は
中
丸
英
樹
巡

査
(
幻
才
)
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
担
当
す
る
地
区

も
今
ま
で
と
は
変
わ
り
白

岩
巡
査
部
長
が
川
辺
地
区

を
除
く
西
部
地
区
と
四
辻

新
田
。
中
丸
巡
査
が
四
辻

新
田
地
区
を
除
く
東
部
地

区
と
川
辺
地
区
と
な
り
ま

し
た
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

中
丸
巡
査
が
玉
川
駐
在
所
に

12 13 



と贈り物と

お互いの力でまちづくり⑬

“プラスの材料"にしてわく

パイタリティーを

子供や孫への

平成4年 5月

置著者紹介園

萩原茂裕(はぎわら しげひろ)

1929年北海道旭川|市生まれ。慶応義塾大学経済学

部卒業。経営コンサルタント時代から地域開発

ふるさとづくりを手がける。現在、 「日本ふるさ

と塾」を主宰し、まちづくりのプランナーとして、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計画などの策定に携わる。蓮5i!3門三社会教育賞
受賞。著書に「手づくりのふるさとJ r日本人と

まちづくり」、「レッツ・ラブ運動の屡開」、「第四

の教育~ふるさと教育"'Jなどがある。

広報Tこまかわ

用

野や山には緑がいっぱいとなり農作業が忙しくなる季節

です。農家の皆さんは農薬を取り扱う機会が多くな否と思

いますので、その取り扱い等についてお知らせします。

気をつけて下さい
農薬め使

ゲートボール大会から

土
砂
災
害
は
大
雨
に
よ
っ
て
ひ
き

起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
被
害
を
少
な
く

す
る
こ
と
、
特
に
人
命
を
守
る
こ
と

は
、
み
ん
な
の
知
恵
と
協
力
で
で
き

ま
す
。一

時
間
に
初
ミ
リ
以
上
、
あ
る
い

は
降
り
始
め
て
か
ら
肌
ミ
リ
以
上
の

雨
が
降
る
と
危
険
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し

て
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
努
力

が
必
要
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

人
づ
く
り
こ
そ
大
切

こ
れ
ま
で
に
、

「
ス
キ
1
の
メ

ッ

カ
・
野
沢
温
泉
村
」
「
太
陽
と
緑
の

国
・
宮
崎
県
」
「
ワ
イ
ン
の
ま
ち
・
池

田
町
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
例
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な

り
ま
す
。

そ
の
一
番
ベ

l
ス
に
あ
る
も
の
は

何
か
と
い
い
ま
す
と
、
ま
ち
づ
く
り

は
人
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

企
業
は
人
な
り
、
組
織
は
人
な
り
と

い
い
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
同

じ
こ
と
が
い
え
る
の
で
す

D

将
来
を
考
え

プ
ラ
ス
の
面
を
伸
ば
す

こ
の
人
。
つ
く
り
の
底
に
あ
る
の

は、

庁感
謝
H

と
い
う
こ
と
で
す
。

昭
和
白
年
の
春
、
四
国
と
本
州
を
結

ぶ
瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。
世

1 .購みした毒物干劇物尺該当する農薬は、必ず誕の ー

かかる専用02i保管瑳に保管じまごと三ラ。 :(法11会
2. 購入し た毒物劇物じ該当:す晶る農薬を;絶対?:A也

人{C譲5忽いふうi)::}_/まじよう o 法3条).ぶ

3. 1J使吏用子宗芝3系来乙じじ、はは.，正下

は、 一j適i適童切に処分分よよ斗;しましようう、。(法15条のさ)不活主

投棄は罰せられます。

なお?処分方法についてわからない時ほ、最寄:り

の保健所へ問い合せてください。

4.保管中の毒物、劇物に該当する農薬が、盗難にあ

った時や紛失Lた時には、すぐに警察署{保健所)

に届け出ましょう。i法16条の 2). 

なお、 f毒物及び劇物取締法Jについて詳しいとと

は、保健所にお尋ねください。

農薬販売業者より毒物、劇物に該当する農薬を購入する

時は、印鑑を持参し譲受託に必要な事項を記入し押印する

こと。毒物、劇物を業務上取り扱う皆さんは、「毒物及び

劇物取締法_j22条第 5項の適用を受けますから次のことが

らについて十分守ってください。

ハ
ロ
!
ワ
I
ク
須
賀
川
(
須
賀
川

公
共
職
業
安
定
所
)

・
ハ
ロ

l
ワ
ー

ク
石
川

(石
川
出
張
所
)
は
、

5
月

か
ら
全
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
ま
し

た
。開

庁
時
間
は
、
月
j
金
曜
日
(
祝

祭
日
を
除
く
)
の
午
前
8
時
初
分
1

午
後
5
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
の
際
に
は
、
曜
日
と
時
間

を
確
か
め
て
お
い
で
下
さ
い
。

ー
須
賀
川
公
共
職
業
安
定
所
j

紀
の
大
偉
業
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
、
そ
の
橋
脚
は
一
つ

一
つ
が
巨
大

な
ピ
ル
の
よ
う
で
す
。

建
設
途
中
に
そ
の
偉
容
を
眺
め
る

機
会
が
あ
り
、
つ
く
づ
く
と

H

人
類

社
会
に
不
可
能
は
な
い
H

と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
夜
、
こ
の
瀬
戸
大
橋

の
恩
恵
を
最
大
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

に
受
け
る
ま
ち
の
講
演
会
に
出
か
け

ま
し
た
。
講
演
が
終
わ
り
、
ま
ち
の

有
志
の
人
た
ち
の
話
を
う
か
が
っ
て

い
る
と
、

「
こ
ん
な
大
き
な
橋
が
架
か
れ
ば
、

こ
の
ま
ち
は
通
過
都
市
に
な
っ
て
し

ま
う
」
と
い
う
話
題
が
も
ち
上
が
り

ま
し
た
。

橋
が
、
ま
ち
の
発
展
に
と
っ
て
、

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
受
け
取
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
私
は
、
こ
の
よ
う
な
橋
を

一
つ
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

H

陸
の

孤
島
u

が
解
消
で
き
る
ま
ち
ゃ
村
が
、

現
在
、
日
本
国
中
に
た
く
さ
ん
あ
る

に
違
い
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

「
通
過
都
市
に
な

っ
て
し
ま
う
」
と
う

う
の
で
は
な
く
て
、

「
み
な
さ
ん
よ
り
何
十
倍
も
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
。
尊
い
税
金
を
た
く

さ
ん
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
口
そ

の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
素
晴
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
さ
せ
て
も
ら
い

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
4
年
度
消
費
生
活
通
信
講
座
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
資
格
消
費
生
活
に
関
心
を
持

ち
、
全
過
程
を
修
了
す
る
意
欲
の
あ

る
四
才
以
上
の
消
費
者

学
習
期
間
平
成
4
年
7
月
1
1
月

申
込
期
限
平
成
4
年
5
月
初
日

申
込
先
・
問
合
せ
先
玉
川
村
役
場

企
画
調
整
謀
色
町

1
3
1
0
1
内
線

必
香
ま
で

ま
す
」

と
、
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ住
民
の
意
識
と
や
る
気
が

ま
ち
の
発
展
を
左
右

あ
る
こ
と
を
プ
ラ
ス
の
材
料
に

し
て
い
く
か
ど
う
か
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
識
と
や
る
気
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

D

そ
し
て
、
さ
ら
に

H

感
謝
H

の

心
が
こ
も
っ
て
く
れ
ば
、
お
の
ず

か
ら
考
え
方
も
行
動
も
、
変
わ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
感
謝
の

心
が
、
新
た
な

ρ

観
光
資
源
H

を

生
み
出
す
力
と
な
る
の
で
す
。

い
ま
は
、
ど
ん
な
ま
ち
に
も
、

立
派
な
運
動
施
設
や
文
化
会
館
が

建
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
感
謝

の
心
が
な
け
れ
ば
、
宝
の
も
ち
ぐ

さ
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
感
謝
の
心
を
も

て
ば
、
そ
の
施
設
は
何
十
倍
も
の

価
値
を
生
み
だ
し
、
本
当
に
生
か

さ
れ
て
使
わ
れ
る
の
で
す
。

心
の
角
度
を
変
え
て
自
分
の
ま

ち
を
眺
め
、
そ
の
ま
ち
で
生
き
て

い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
人
た
ち
が

増
え
れ
ば
、
ま
ち
は
伸
び
て
い
く

の
で
す
。

5
月
は
消
費
者
被
害
防
止
月
間
で
す

①
何
の
用
?
し
っ
か
り
聞
こ
う

身
分
と
用
件

14 

悪質業者にだまされないための10力、条

一O
番

②
お
か
し
い
と

思
っ
た
と
き
は
ド
ア
閉
め
て

①
も
う
か
り
ま
す

そ
ん
な
言
葉
に
ご
用
心

④
あ
や
し
い
ぞ

ひ
と
の
フ
ト
コ
ロ
聞
く
業
者

⑤
勇
気
だ
し
は
っ
き
り
言
お
う

い
り
ま
せ
ん

⑥
し
つ
こ
い
な

そ
ん
な
相
手
は
一

⑦
迷
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
ま
ず
相
談

③
サ
イ
ン
し
て

あ
と
で
し
ま
っ
た
も
う
遅
い

⑨
契
約
はし

で
も
お
金
は
後
払
い

⑬
あ
な
た
で
す
!

自
分
の
財
産
守
る
の
は

泊
緬
毎
週
土
曜
日
は

経
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

平
成
4
年
4
月
か
与
、
原
則
と

し
'て
国
の
行
政
機
関
は
毎
週
土
曜

日
が
休
み
に
な
り
ま
す

D

税
務
署
も
、
こ
の
方
針
に
従
い

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

{
申
告
書
等
の
提
出
は
?
}

税
務
署
に
は
、
時
間
外
文
書
収

受
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で、
ー
休
日
に
申
告
書
等
を
提
出
す

る
際
に
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
礼
申
告
書一
等
の
提
出
は
、

郵
送
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

{
提
出
期
限
が
z

土
曜
日
の
時
は
り
・
}

申
告
書
等
の
提
出
期
限
や
納
税

期
限
が
土
曜
日
に
当
た
る
場
合
じ

は
)
翌
週
の
月
曜
旦
〔
休
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
)
が
、
そ
れ
ら
の

期
限
に
な
り
ま
す
。

法
一
ご
存
知
で
す
か

制
一
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

.
Y
ョ
l
ト
ス
ぷ一
ア
ィ
事
業
は
、
寝

た
き
り
等
の
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
人
が
、
何
ら
か
の
都
合
で
介

護
で
き
な
い
時
に
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
を
一
時
的
に
利
用
で

き
る
制
度
で
す
。

利
用
で
き
る
方
・
.... J
寝
た
き
り
等

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
方
が
、
冠
婚
葬
祭
、
学
校
の
行

事
、
病
気
、
介
護
疲
れ
、
旅
行
等

で
一
時
的
に
介
護
で
き
な
い
と
き

0

7
ー
ビ
ス
の
内
容
・
;
・
:
1
週
間
以

内
を
目
安
と
し
で
、
特
別
養
護
老

人
ホ
l
ム
等
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
家
族
に
か
わ
っ
て
食
事
や
入

浴
等
の
サ
l
ピ
一ス
を
行
、
つ
ひ

利
用
料
・
:
・
・
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で

1
泊
2
，0
2
0
円
程
度
、
養

護
老
人
ホ
l
ム
で

1
泊
1
，
5
7

0
円
程
度
で
す
U

詳
し
て
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係

ま
で

E
U
1
3
1
0
1
内
線
幻
香

15 



平成4年 5月広報たまかわ

今
月
の
納
税

国
民
年
金
保
険
料

5
月
分

固

定

資

産

税

第

1
期
分

舞

自

動

車

税

全

期

(
納
期
限
は

5
月
お
巴
聞
で
す
。

忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

)

お誕生おめでとう
ございます

( 3月届出分)

出生児氏名 保護者名

草野知佳 正

岡部晴菜 清
たかのり

岡部貴紀 清

石森恵子 忠義

( 4月届出分)

大竹さくら 邦夫

曲山雄二 孝夫

岩谷春樹 義人
かず や

五十嵐和也 定男
ともひこ

佐久間友彦 倉吉
かず や

瀬谷一也 喜
かね ゆき

石森金幸 金

区

生

崎

生

岩法寺

今

北須釜

山小屋

南須釜

イ〉

イシ

。

地

蒜

竜

ー++-
耳可t

J
U
N
Y

あ
り
が
と
う

議
官
明
(
ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
椙
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

戸】

・
南
須
釜
の
八
木
喜
代
春
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
南
須
釜
の
塩
沢
哲
男
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
須
賀
川
市
の
荻
田
一
秋
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
須
賀
川
市
の
円
谷
直
行
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
中
の
吉
田
千
代
子
さ
ん
か
ら

二

万

おくやみ

申し上げます
( 3月届出分〉

死亡者氏名年齢世帯主名

荻田ツネヨ 67 鍛冶

塩 津 栄 助 79 哲男 (

国谷直成 69 ヒメヨ

(4月居出分)

溝井マツヨ 88 良仲

音田美喜男 38 字

橋本ナカ 88 銭雄

小林一郎 59 トミ子

上野竜司 83 寛

大 木 吉 正 60 政

小原保男 66 保

宗形ハルト 77 勝

弘

地 区

小高

南須釜

円

-
小
高
の
溝
井
良
仲
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
南
須
釜
の
大
木
政
信
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
中
の
橋
本
鉄
雄
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
竜
崎
の
上
野
寛
一
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
南
須
釜
の
小
原
保
良
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

村のようす
(4年4月1白現在)

4圃圃‘
四T1，684p (十， ) 

I1 
2 
2 

7，654人 (-23)

3，785人 (-'1)

3，869人(一12)
ぞ〉

小高

中

信

良

吉

ク

岩法寺

竜 崎

南須釜

ぬ
作
カ
タ
カ
ナ
語

5月1日

設
へJ 水防はみんなの手て~

サ
テ
ラ
イ
ト
一
衛
星
、
人
工
衛
星
、

気
象
衛
星
や
放
送
衛
星

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
一
産
業
、
工
業
。

今

北須釜




